
相

塊

解
五
億

弟
二
幼

享
].

三
四

カ
オ
リ
ン
の
脱
水
現
象
並
に
固
髄
状
態
に
於
け
る
カ
オ
-
ン

''&
ァ
ル
カ
-
土
類
の
炭
酸
催
物
に
封
す
る
仲
間
へ
霊

L

J

(
卓

カ
オ
リ
ン
は
兼
官
皮
乃
至
六
百
度
の
問
に
於
で
構
造

水
を
失
ふ
こ
と
は
能
-
知
ら
る
1
革
質
な
り
'
そ
の
際

加
熱
曲
線
に
於
て
温
度
上
昇
が
著
し
-
遅
滞
す
る
を
見

る
'
無
水
と
禄
れ
る
加
熱
生
成
健
は
入
官
五
十
度
と
丸

首
末
十
度
と
の
間
に
於
で
互
に
相
反
臆
し
t
温
度
.

忠

速
LJ
.る
上
昇
を
衆
化
す
'
メ
ロ
ー

(A,Jreilo
r
)

ホ
ル
ド

ク

ロ
フ
ト

(H
o
id
cro
ft)
両
氏
ソ
コ
ロ
フ
ハSo
k

olo
LT)

及
ケ

ッ
ペ
レ
エ
ル
(K
ep
p
eier)
の
四
氏
に
従

へ
ば

脱
水
せ
る

カ
オ

リ
ン
は
静
維
弊
土
と
柾
酸
と
に
分
離
し
､
英
姿
土

-

は
八

田
兼
十
椎
と
九
百
五
十
皮
と
の
間
に
放
て

｢
同
質

異
像
｣
の
現
象
を
毒
し
ー
千
三
百
度
以
上
に
於
で
は
聾

土
と
穂
酸
の
1
部
は
化
合
し
て
椛
綻
石

(A
i10
3･
S
iO
柑)

を
形
成
す
と
云
ふ
｡

ス
カ
モ
イ
ロ
ク

(S
cam
Oit
ow
)
氏
の
祝
に
よ
れ
ば
五

百
度
と
六
石
炭
と
の
問
に
於
て

脱
水
に
よ
り
て
カ
オ
Lク

ツ
は

>
l
～0
3･
S
iO
枠;
S
iO

_手及
び

2
ttP
.
の
三
成
卦

に

分
解
す
る
も
の
と
な
せ
-
.

ノ
ー
ト

L1(
no
te)
氏
に
徒

へ
は
カ
オ
リ
ン
は
加
熱
に

よ
･リ

A

trO
B･S
iO

"･
A
l
_与0
,･3
S
iO
は
及

2
H
はO

に
分

解
す
と

池
べ
た
-
O
而

し
て
八
百
五
十
度
と
九
百
兼
十

度
と
九
百
五
十
度
と
の
間
に
於
け
る
温
度
上
昇
は

A
12

0
3
一

S
iO
に
S
化
合
に
よ
る
も
の
な
り
主

玄
ふ
｡

以
上
述

べ
た
る
が
如
-
カ

オ
リ
ン
を
敢
す
る
際
に
生

す
る
反
臆
に
就

き
て
は
種
々
の
異
な
れ
る
意
見
あ
り

.

此
れ
を
決
定
せ
ん
が
た
め
に
は
脱
水
､
加
水
の
質
感
及

ア
ル
カ
リ
土
類
の
衆
酸
鰯
或
は
酸
化
物
に
親
す
る
固
髄

状
態
の
カ
オ
リ
ン
の
作
用
の
賓
験
を
必
要
と
す
C.

カ
オ
-
ン
の
脱
水

カ
オ

リ
ン
は
構
造
水
の
升
に
滑
は
潮
解
性
の
水
分
を

合
有
す

'
然
し
な
が
ら
此
山
水
分
は
前
者
と
異
な
り
九

十
七
解
の
硫
酸
に
て
乾
晩

す
る
か
叉
は
百
三
十
度
乃
至



眉
五
十
度
に
勲
す
る
こ
と
に
由

り
て
完
登
に
除
法
せ
ら

る
0レ

ー
ク
ユン

･u

タ
イ

ン

(L
｡w

enst
ein
)
氏
に
徒

へ

は
五
%
の
硫
酸

上
に
で
グ

p
-

サ

ル
メ

p
デ
ル
粘
土

(G
ross21m
eto.d
e
r
T
o
n
)
を
干
燥
せ
し
め
た
る
に
滑
巽

中

に
二
四
､〇
二
郎
の
水
分
を
軍
存
せ
り
'
此
の
粘
土
を

九
十
七
%
の
硫
酸
上
に
蔵
き
た
る
に

一
二

九
五
解
の
水

分
を
屯
ひ
た
-
'
然
れ
A
J
も
狛

〓

｢
〇
七
%
の
構
造
水

を
磯
存
す
､
此
構
造
水
は
千
首
三
十
度
に
加
熱
す
る
も

除
去
す
る
を
得
や
'
潮
解
性
の
水
分
の
脱
水
及
加
水
は

可
泣
な

ゎ

土
石
ふ
な
待

べ
L
p

フ

レ
ン
ジ
ェ
ル

(Fren･

l
e
t)
ア
ラ

ン'
デ
ィ
ッ
ク

(A
t1ai

D
ick
)
及

ゼ
ムジ
ャッ

プ
テ

ン
ス
キ

ー
(Se
m
ja
tu

eh
te
nsk
y
)
氏
に
後

へ
ば
粘

土
及
カ
オ
リ

ン
は
官

度
乃

至

二
盲
度
の
加
熱
に
よ
-
て

は
僅

か
の
水
を
も
除
去
す
る
こ
と
を
得
や
と
､
リ
ユ
ッ
ケ

(R
iek
e)
氏

に
従

へ
ば
三
PLLi五
十
度
乃
至
四
百
度
に
凹

乃
至
五
時
間

カ
オ
リ
ン
を
熟
し
た
る
も
僅

か
に
〇
､
七

解
の
水
分
を
失

ひ

た

る

に
過
ぎ
や

と
云
ふ
､

ソ
コ
ロ

ハブ
(S
ok
o
l

og
)氏
は
粘
土
､
カ
オ
-

ン
及

ハ.
ロ
シ
ソ
-

(
H

a
lto
sit)を
二
㌧
三
及
五
時
間
､
四
宙
便
乃
至
九
百
度

に
熟
し
た
る
に
五
官
五
十
度
以
下
に
て
構
造
水
を
朱

へ

h
t
加
熱
温
度
は
高
き
程
L
加
熱
時
間
は
長
き
程
益
々

替
土
が
稀
薄
酸
に
可
溶
と
L･{
る
こ
と
室

不
せ
り
､
之
れ

二
分
子
の
水
が
分
れ
て

一
分
子
S
替
土
が
可

溶
と
tLJhれ

る
も
の
な
-
､
鹿
よ
･C･
ソ
コ
ロ
ブ
及

ル
ー
ン
ヤ
チ
タ
エ

(L
e
.
C
h
ate
rie
r)
氏
は
カ
オ
リ

ン
は
加
熱
に

よ
･｡
脱
水

の
下

に

潜
ー雛
の
替
土
と
桂
酸
に
分
解
す

る
も
の
な
ゎ
と

結
諭
せ
-
'

ス
カ

モ

イ
P
ク

(S
cam

o
ilowj
氏
は

ナ
ク

ク
リ
ト

(N
a
k
r
it)

(
カ
オ
リ

ン
)
の

脱

水

を

温

度

に
開
蓮
し
て
定

め
､
連
宙
的
に

上
昇
す
る
曲
線

を
符
た
わ

(節

1
問
)
'

氏
は

先
づ

ナ

ク
リ
ッ

ト
を
そ
の
滅
失

畳
が

〇
､
〇
〇
〇

五
亮
を
礎
え
ざ

XⅥrasse,vcr/usl

齢

仰
鮎

離

盟

墾

韻

脈
管

於
け
ろ
カ
首

ソ
が
ア
〝
カ
リ
晶

の



地

球

る
程
度
迄
種
々
な
る
温
度
に
於
で
各
々
の
時
間
に
加
熟

せ
ら
(曲
線
-
)'
次
ぎ
に
各
温
度
に
て
二
時
間
加
熱
せ

a
(曲
線
H
)I
m
の
曲
級
は
長
時
間
に
亙
り
て
加
熱
せ

る
際
に
得
た
る
も
の
な
-
､
ナ
ク
リ
T･･1
は

二

四
〇
三

%
の
構
量
水
を
合
有
す
'
此
の
貸
鹸
な
行
ひ
ね
る
際
の

蒸
菊
鹿
は
記
述
せ
ら
れ
す
｡

〟

次
の
茸
験
は
百
五
十
度
に
二
時
間
乾
放
せ
る
オ

シャ

ッ
粘
土
(O
sc
h
a
tzer
E
rd
e)
に
就
き
寸
行
ひ
た
る
も
の

な
ら
'
オ
シ
ャ
ツ
粘
土
は
先
づ
永
森
せ
ら
れ
彼
蒸
滑
水

を
以
て
幾
度
も
沈
推
せ
ら
る
｡

五
郎
の
硫
酸
上
に
て
巽
東
鷹
平
衡
状
潜
と
な
ら
し
も

の
は

二
二
､六
二
%
の
水
分
を
合
有
す
I
及
濃
硫
酸
の
上

叉
は
膏
五
十
度
に
加
熟
し
て
乾
燥
せ
る
に
二
､六
七
%
の

潮
解
低
水
分
を
放
出
せ
-
'
故
に
構
量
水
は

1
0
､九
五

%
L･4
-
0

オ
シ
ャ
ツ
粘
土
の
密
度
は
膏
五
十
度

に
乾
燥
せ
る
も､

の
は
三

五
九
'
-
二
.六
二
年
JI
P
五
官
五
十
度
-
⊥
ハ
宙

度
の
間
に
て
構
造
水
を
失
ひ
ね
る
彼
は
密
度
は
二
､五
〇

㌢
二
､
空
ハ
に
し
て
約
九
宵
三
十
度
に
加
熟
し
て
加
熱
曲

線

に
爵
連
な
る
張
度
の
上
昇
を
量
せ
る
稜
は
二
~五
七
-

欝
五
億

､弟
二
鯛

一議

二
､
五
九
筏
-
0

オ
シ
ャ
ツ
粘
土
の
約

1
亮
を
取
-
加
熱
し
て
干
煉
L
t

之
れ
を
濃
硫
酸
を
通
じ
て
干
煉
せ
る
高
温
度
の
窒
素
即

ち
三
宵
五
十
皮
よ
-
七
百
度
の
問
の
種
々
の
温
度
に
保

て
る
気
流
中
に
加
熱
せ
り
'
其
加
熱
は
長
時
間
に
捗
れ

･ぺ

即
ち
二
十
時
間
に
豆
み
て
加
熱
す
る
も
粘
土
の
重

畳
の
軽
減
を
最
早
墨
せ
ざ
る
に
至
る
迄
加
熟
せ
-
賓
験

の
結
炎
は
第

一
衆
に
示
せ
-
0

温
度
と
最
大
水
分

滅
失
畳
と
の
関
係
は
弟
一
国
Ⅳ
曲

線
に
示
せ
-
､
各
温
度
に
於
で
最
後
の
二
十
乃
至

三
十

時
間
の
加
熟
に
於
て
最
も
多
-
も
各
時
間
に
僅
か
に

O
.〇
〇
〇
】
〇
､〇
〇
〇
二
の
認
畳
を
演
少
す
､
然
れ
ど
も

蔑畳
の
塵
化
せ
ざ
る
に
至
る
迄
の
滅
失
畳
を
纏
計
す
れ

ば
可
な
-
大
な
る
値
と
な
る
｡

第

一

衆

加

熱

粗

度

最

大
水

分

滅
失
盈%

35｡
仰

45｡
押
5-｡
知

65｡

叩

A

∞
-8

46

66
8｡

8
胡

H

′D
′O

h/
00
八日8

0ノ
Ch

加
熱

後

水

分
含

盈

胡

95

け

Ottf
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.15
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9
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4.
3､
か

2
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オ
シ
ャ
ツ
粘
土
を

三

百
五
十
度

に

二
宙
呼
問
熟
す
る

時
は

二

五
二
%
の
水
分
を
先
ふ
｡
(発

7
蹄

a
鮎
)

何
首
贋
と
兼
官
度
と
の
間
に
於
で
は
食
水
畳
は
温
度

と
荘
線
的
の
関
係
を
ポ
す
'
五
百
五
十
度
と
七
宮
殿
の

聞
に
で
は
こ
れ
筑
混
線
的
関
係
を
保
も
つ
と
凍
そ
の
義

行
は
水
平
線
に
近
し
p
肝
等
の
関
係
は
カ
オ
ジ
ン
を
五

百
度
に
加
熱
す
れ
ば
そ
の
結
晶
水
を
滑
に
炎

は
ん
と
す

る
状
態
に
糞
ら
し
め
菜
首
菜
十
度
以
上
に
加
熱
す
れ
ば

そ
の
卦
解
せ
る
淡
を
欠
ふ
に
登

る

べ
き
を
藩
妹
す
る

も
の
な
-
O

瓦
官
五
十
度
附
近
似
温
度
は
カ
オ
リ
ン
の
加
熱
曲
線

上
に
は
水
分
の
畿
散
に
依
る
温
度
上
昇
の
逓
緩
状
態
を

以
て
来
示
せ
ら
る
｡

大
官
度
に
加
熟
せ
る
オ
シ
ャ
ツ

粘
土
の
帝
吸
水

カ
オ
リ
ン
を
弱
-
赤
熟
し
て
椿
量
水
を
欠
は
し
め
再

び
放
水
せ
し
む
る
賓
験
は
麗
々
行
ほ
れて
た
ゎ
P
メ
p
-

及
ホ
〃
ド
ク
ワ
フ
･-
両
氏
は
窮
-
府
熟
し
大
部
分
放
水

せ
る
チ

ャ
イ
ナ
ー
ク
レ
ー
を
蒸
滑
水
と
基

に
オ
ト
ー
ク

レ
ー
プ
や
に
で
二
宮
棄
厭
三
百
度
に
熟
し
た
る
に
水
分

の
二
､
五
%

を
壁
放
せ
ゎ
と
云
ふ
∵
タ
莞

ケ
氏
は
蒸
滑

水
と
共
に
カ
オ
リ
ン
を
数
時
間
五
官
度
乃
澄
五
官
十
度

に
加
熱
せ
ゎ
､
そ
の
際

T
､
i
肇
の
水
を
放
牧
せ
る
を
認

め
た
-
'
レ
ム
ベ

ル
グ

(L

emb
erg
)
氏
は
カ
ル

･
ス
'',

ト
ド
の
カ
オ

ブ
γ
を
窮
-

灼熱
し
て
放
水
し
鏡
'
水
と

共
に
二
宵
十
度
乃
至
｣
畢

-十
度
に
こ
高

十
八
時
間
却

熟
せ
-
､
然
し
て
総
意
十
四
%
の
水
は
静
甘
放
牧
せ
ら

れ

た

み
0

次

の
賓

飴
に
於
て

オ
ジ
ヤ
ツ

粘

土
を

1

時
間
大
官

皮
に
加
熱

し
そ
の
加

熱
生
成
髄

を

0
'姐

新

駅
露

電

撃

柑
樽
確

に
常

夏

首

宗

ア
ル

晋

姦

の



相

銀

-
0
､
五
克

白
金
ポ
ー

ト
に
取

-
長
さ
三
十
糎

の
銅
管
に
入
れ
過
熱
蒸

東
(百
五
十
度
)を
通
じ

て
首
五
十
乃
至
五
百
十

度
の
克
新
鹿
に
て
加
熱

せ
-
0

o/V胞SCCQeh¢〟

鞘三助

第
五
食

滞
二
班

夷

三

八

同
じ
資
歯
生

ハ
百
度
以
上
に

諒

闇
加
熟
せ
る
純
ア

〟
-
ナ
及
純
確
健
に
就
き
で
行
ひ
た
-
1
そ
の
籍
泉
は

第
三
表
及
第
四
乗
に
撮
る
が
如
-
其
願
係
を
園
示
す
れ

ば
滞
二
間
に
示
す
が
如
し
｡

讐

結
雷

撃

義

に
掲
げ
壁

面

及
壁

画

に
於
で

か
-
し
て
時
々
刻
々

q

4

5

g
T

.

軍
畳
の
滑
加
を
定
め
た

-
､
潜

其
関
係
を
固
示
せ
-
0

番

二

乗

簡

放

浪

段

最

大

吸

水

%塵

馳
増

相
場

璽

恥

時
2 問 o･2O SrO-

2 〝 〇･47 475o

6 " o･85 400.

S 〟 Ⅰ･40 300｡

王2 〟 I･66 250'

2･20 Ⅰ500

番

三

乗

饗

段

温

度

最

大

吸

水

度
%

鳩
肇

謂

蛸
嘩

即

発

四

武

智

敬

温

度

最

大

吸

水

畳

最
終
状
態
ノ
洩
度
-
ナ

ア
ル

ミ

ナ

三
〇
は

二
五
伐

O
t
九
八

1
.望
7

四

時
問

三
時
間
中

株

酸

三
〇
〇

二
五
〇

〇
'

三
三

〇
､二
七

温

度

の

上
昇

に

徒
ひ
汲
水
最
は
演
少
し
･

最
後
の
状

態
を
よ
-
透
か
に
確
定
す
る
を
得
た
-
､
此
聾
験
は
四

乃
至
五
時
間
特
薦
し
ー
霊

貰

鼻
化
蟹
晋

1
･
違

行

.ひ
.
花
･少
0

ル
.
迄

ノ
加
熱

時

間

二
時

間
申

二
時
尉

大
富

に
加
警

る
カ
オ

タ
ン
の
中
に
布
衣
す
べ
tF
～

催
酸
と
客
土
と
の
比
は
こ
主

と
の
劉
食
管

､
今
他

よ
ゎ
碓
酸
と
容
土
を
取
-
て
上
記
の
比
に
混
合
し
其
宵

義
を
耽
り
二
百
五
十
度
に
加
熱
せ
る
場
食
に
O
-
八
嘉

三
百
度
に
0
.
1'J
雇

の
水
を
放
牧
せ
り
三

方
撃

表

に
従
ひ
六
官
度
以
上
に
加
熱

せ

る
南
東
の
オ
シ
ャ
ツ
粘

土
は
二
百
五
十
度
に
三

ー
歪

克
-
三
百
度
に
て

二

四
〇
晃
の
水
を
数
枚
せ
-
ー故
に
オ
シ
ャ
ツ
粘
土
は
樹
弧



皮
に
放
て
聾
土

及
椎
酸
混
食
物
の
牧
水
豊
に
二
倍
す
'

此
の
軍
資
は
カ
オ
リ
ン
の
加
熱
に
よ
♭
弊
土
及
無
水
純

酸
に
分
解
す
る
と
の
祝
を
都
合
よ
-
説
明
す
る
も
の
と

云
ふ
な
得
や
'
然
し
汲
水
現
象

は
元
素
の
分
布
状
態
に

著
し
-
開
係
す
る
も
の
な
る
を
以
て
此
の
方
法
に
で
は

正
確
な
る
結
鼎
を
導
-
を
得
や
O

第
三
樹
に
於
tJ
含
水
量
山
脱
水
及
蒋
汲
水
は
温
度
に

関
係
す
る
こ
と

(第

tL
未
見
第
二
衆
)
を
説
明
せ
ゎ
'

此
雨
着
の
樺
化
は
可
逆
に
あ
ら
や
即
ち
帝
政
水
に
於
で

は
カ
オ
リ
ン
は
そ
の
粘
着
性
を
再
び
得
る
こ
と
能
は
ざ

る
が
如
し
｡

カ
身
-
ン
聾
士
魂
酸
と
ア
ル

カ
-
土
類
の
酸
化
物
､
炭
酸

化
物
と
の
粉
状
混
食
物
中
に

壁
ず
る
反
磨

カ
オ
リ
ン
と
ア
ル
カ
リ
土
類
の
炭
酸
化
物
或
は
酸
化

物
の
混
食
物
の
加
熱
曲
線
と
柿
酸
或
は
聾
土
と
ア
〝
カ

リ
土
将
の
旋
酸
化
物
久
は
酸
化
物
と
の
泥
食
物
の
加
熱

曲
線
と
を
比
棟
す
る
時
は
五
百
五
十
五
度
乃
至
五
首
九

十
度
に
て
カ
オ

リ
ン
が
辞
土
と
椛
酸
と
に
分
解
す
る
や

否
や
'
叉
丸
首

三
十
度
乃
至
九
官
七
十
度
の
間
に
起
る

熟
の
上
昇
に
よ
-
碑
離
せ
る
静
土
の
聯
相
に
鍵
化
を
家

す
や
否
や
の
問
題
智
解
決
す
る
こ
と
を
得

べ
し
｡

-ヽノ一

オ
シ
ャ
ツ
粘
土

(
四
克
)
の
加
熱
曲
線
は
劣
四
囲

mHⅦLU

に
示
せ
-
､
各
鮎
は
十

秒
億
に
示
せ
る
も
の
L4

-
､
五
宵
五
十
度
と
五

有
九
十
度
と
の
間
に
於

■

で
腹
水
と
同
時
に
温
度

･′

上
昇
の
明
ら
か
に
混
る

.S

LS

る
な
見
る
.
然
し
て
約
九
百
三
十
度
に
於
で
は
温
度
上

昇
の
促
進
を
見
る
O

.ヽ.ノニ

カ
ー
ル
.Pl
ク
ふ
よ
-
求
め
た
る
聾
土
は
百
五
十

度
に
て
乾
放
せ
る
後
も
胎
〇
､
九
七
%
の
水
分

を

倉
肯

す
'
此
乾
燥
聾
土
の
四
亮
は
欝
玉
樹
に
於
け
る
加

熱
曲

線
肇

不
L
t
冷
却

せ
る
薯
を
妃
に
加
熱
せ
る
曲
線
は
H

を
以
で
示
す
｡

加
熱
に
よ
か
第

一
に
八
百
五
十
度
に
於
で
温
度
の
上

昇
促
進
す
､
第
二
に
千
六
十
度

に
於

で
叉
之
れ
を
見

馴
郡

附
即
緋
射

場
削
詣

鯛
耶
警

於
け
る
カ
オ

ワ
ン
が
ア

ル
カ
呈

煉
り

蓋

完



ほ
盟｣J

班

滞
五
啓

.

第
二
娩

仰

tJ

.,)

叩山

J
L～

･I
lL
l

B

'El

る
､
然
れ
ど

も

一
度
加
熟

せ
る
も
の
に

就
き
て
甘
二

翫
共
に
温
度

上
昇
急
激
な

ら
ず
｡

蹄
酸
幹
土

及
水
酸
化
饗

土
よ
-
作

-1

聾
土
及
カ
-
オ
ン
に
封
す
る

バ
-
ウ
ム
の
性
質

二

塁

ハ
樹
に
示
せ
る
衆
酸

ブ

タ
ム
(四
克
)
の
加
熟

勘
繰
は
十
秒
を
へ
だ
で
た
る
鞘
鮎
を

ポ
せ
Jl
､
蹄
に
見

た
る
聾
土
は

八
百
五
十
度
に
於
で
魚
の
教
生
を
見
る
,
叉
同
じ
方
法

に
由
･D
て
作
ら
れ
た
る
聾
士
に
就
き
千
六
十
度
に
於
で

熱
の
凝
生
あ
る
こ
と
も
見
出
さ
れ
た
-
,
然
し
な
が
ら

硫
酸
弊
土
を
灼
撃

し
て
作

Jl
た
る
容
土
に
は
此
現
象
出

現
せ
ざ
る
如
-
聾
土
の
由
衆
に
依
-
て
興
れ
-
､
以
上

記
述
せ
る
容
土
管

pu
を
急
激
に
加
熱
せ
る
場
今

遠

め

得
ざ
ク

し
熱
の
塵
化
を
徐
々
に
熟
せ
る
が
た
め
に
見
出

し
得
た
る
場
合
に
此
等
の
静
土
を
異
な
れ
る
種
数
と
し

て
取
政
ふ
べ
き
や
否
や
は
乗
だ
確
定
せ
ら
れ
す
Q

る
如
-
八
盲
度
に
於
で

温
度
の
上
昇
の
急
進
を

起
す
'
千
三
百
六
十
度

に
於
で
藤
融
し
且
酸
化

バ
ク
ク
ム
及
泉
酸
に
分

解
す
る
を
以
て
温
度
の

上
昇
著
し
-
綬
慢
と
な

る
､
入
官
度
に
於
け
る

急
速
な
る
温
度
の
上
昇

●■●l
i.'l

5008紙

■■
1●

抑

'S

.E

紺

は
加
熱
曲
線
上
に
明
瞭
な
ら
ざ
る
も

蒜

冷
却
せ
る
後

之
れ
品

定
す
れ
ば
能
-
認
ひ
る
こ
と
を
得
･
こ
は
衆

讐

ブ
タ
ム
が
不
安
定
な
る
形
よ
ゎ
安
定
の
形
に
奨
化

す

る
た
め
な
み
二

〇
〇
〇
度
以

上
に
熟
し
た
る
炭
酸

.Jl
ツ
タ
ム
は
沈
澱
に
よ
-
で
作
･etた
る
爽
酸
･,t
ブ
タ
ム

(
〇

､〇
〇
九
'三
､三
)
ま
-
-
粒
の
大
-
な
れ
る
=
と
(0
1



0
7
八
-
0
.
0甲
三
､三
)
を
明
ら
か
に
認
ひ
る
を
得
O

二
､

衆
酸
バ
リ
ウ
ム
の
二

分
子
と
弊
土
の

7
卦
子
と
の

混
食
物
の
加
熱
曲
線
は
第
七
樹
に
示
す
如
し
｡

炭
酸
バ
リ
ウ
ム
に
作
用
す
る
炭
酸
の
願
力
は

二
二
六

〇
度
に
於
て

1
気
魔
な
り
､
へ
ド
4,tI
ル

へ
H

edvali)
氏

に
従

へ
は
此
温
度
に
於
で
溌
酸
バ
リ
ク
ム

の
加

熱曲
鮫

上
に

rl
ル
タ
ブ

ン
ク
ト
を

示
す
'
著
し
炭
酸
バ
リ
ク

ム
に
聾
土
を
附
加
し
て
加

♂

熟
す
れ
ば

1
三
六

〇
度
に

.J.
･
･
･1.

現
は
る

ゝ
rt
ル
一ア
ブ
ソ
ク

了

ト
は

一
一
四
〇
度
に
現
は

れ
約
二
二
〇
度
降
下
甘
･

脚

が

Q2
'S

耐

乏
れ
に
次

ぎ
温
度
上
昇
の
綬
懐
と
LJ
る
鋸
に
於
で
衆
酸

.pl
ヮ
ク
ム
よ
-
聴
生
せ
る
衆
酸
が
欝
土
に
作
用
せ
ら
る

る
を
諭
常
す
る
た
め
に
､
互
に
無
関
係
な
る
質
駿
に
於

で
種
々
な
る
温
度
に
て
加
熱
し
そ
の
混
食
物
を
二
郎
の

酢
酸
と

一
〇
〆
階
級
ア
ン
毛

ソ
ト
の
等
豊

の
液
と
共
に

煮
排
せ
-
｡
然
る
輝
は
二
郎
の
酪
酸
に
は
辞
土
の
少
塵

は
可
溶

な
る
が
此
液
は
砂
土
に
作
用
す
る
こ
と
な
-
逮

か
に
山訳
酸

〆
-
ク
ム
を
溶
解
す
O

此
の
液
よ
Jl
寛
晶
石
は
硫
酸
を
場
で
沈
澱
せ
し
む
J.

氾
合
物
の
貌
酸
..1
リ
ク
ム
の
畳
は
知
れ
る
故
種
々
t
i･･芸
?

温
度
に
於
て
反
騰
に
あ
づ
か
れ
る
炭
酸
バ
リ
サ
ム
の
畳

を
貨
駿
上
計
算
に
よ
ゎ
て
知
る
を
得
､
籍
玉
東
に
此
賓

廟
の
結
兼
を
拘
赦
す
｡

算

五

来

重
砲
加
熱
渦
度

1
五
〇
〇
､
1
二
五
U
t
1
1
0
0
､
1
0
0
0
tQ

械
酢

欄
㍑

〓
(･三

三

〇

〇
,C
O

0
,0
0

ム

%

鮒
高
嶋

′
馳

1
0
分

6
分

7
0
分

1
0
分

猶
注
意
す

べ
き
は

一
一
〇
〇
度
に
於
て
は
反
騰
に
預

か
る
混
合
物
が
乗
だ
充
分

敬
ま
ら
ざ
る
も

山
二
五
〇
度

に
於
で
は
盆
-
固
給
せ
り
｡

三
､
炭
酸
バ
リ
ウ
ム
･1
2
S
i
O㌔
A

t柑03･
2㍍
は〇

二

五

〇
度
に
て
乾
煉
せ
る
オ
シ
ャ
ツ

土
と
を
分

子
畳

の
比
に

混
食
し
其
加
熱
せ
る
曲
線
は
第
八
固
Ⅰ
に
示
し
'

1
度

冷
却
し
て
東
に
加
熱
せ
る
曲
線
は
館
入
園
H
に
示
す
'

此
二
つ
の
加
熱
曲
線
を
比
較
す
る
に
葦

7
曲
線
に
於
で

は
二

五
〇
度
と

一
二
〇
〇
度
の
間
に
於
て
温
度
の
上

即
即

断

禦

磯

部

姻
確

に
於
げ
ろ
カ
音

ン
が
ア
ル
カ
呈

警

嘉

四
i



地

癖

昇
が
明
ら
か
に
緩
怪
と
な
-

1
三
六

〇
度
と

一
四
〇
〇
度

の
問
に
も
榊
棟
の
現
象
を
見

る
､
第
二
の
加
熱
曲
視
に
於

て
は
此
二
つ
の
現
象
は
見
る

を
符
や
'
何
と
な
豆も
ば
鈴

一

回
に
於
で
択
陵
バ
リ

ウ
ム
が

勧
化
バ
リ
ウ
ム
と
炭

酸
と
に

分
解
を
悲
起
す
る
に
よ
る

1

100 200 500 dDDSekdTtdQ̂
鱒 八潮

罪
玉
髄

.
罪
二
親

蒜0

謂

縄

離
船

1
0
分

3
0
分

固
化
状
舷

梯
融
ス

掲

四
二

山
〇
分

1
0
分

赦

不
換

畑
地

抑

価
仰

.-

~-

ー

′

′

一
〇
〇
度
以
上
に
於
で
は

容

士
が
泉
酸

.I,ブ
タ
ム
に
作
用

し
炭
酸
を
放
出
す
'
此

反
騰
は

1
三
〇
〇
度
に
於
で
は
最
早
再
び
認
む
る
を
得

や
p

二
二
六
〇
度
に
於
て
炭
酸

.,tLブ
タ
ム
の
解
離
始
ま

ゎ
ノP
同
時
に
慨
化
.'1
ク
サ
ム
は
更
に
弊
土
に
作
用
L
翁

め
に
第

一
次
の
場
食
よ
-
温
度
上
昇
甚
だ
し
-
経
憶
と

lj
る
.
此
反
感
に
預
か
れ
る
演
酸
バ
リ

ウム
の
最
は
鮮

麗

ア
ン
竜
畠
ア
牧
に
て
抽
出
し
て
定
む
る
こ
と
を
得
う

そ
の
値
を
第
六
衆
に
示
す
O

滞

六

衷

戯
高
加
熱
粗
度

1
五
六
〇
ー
一
五
二
〇
'
1
】
0
0
､
7
0
0
0

反
鵬
二
預
カ
レ

帥
逓

昔

ウ

九
九

PQ

四
九

'八

宗

､八

｡t｡

本

泥

食

物

の
加
熱

曲

線
に
於
て

温
度
の
上

昇
緩
慢

が

二

五
〇
度
に
起
る
は
籍
七
掛
の
汲
殴
.Jl
ク
サ
ム
と
静

土
の
混
合
物
の
加
熱
曲
線
に
於
け
る
場
命
と
帆
じ
O

へ
ド
パ
ー
ル
氏
に
よ
れ
ば
純
酸
は
泉
酸
.rl
ブ
タ
ム
の

加
熱
曲
線
に
於
け
る
温
度
上
昇
の
遅
延
を
約
六
十
度
降

下
せ
し
む
る
と
云
ふ
う
軸
も
此
遅
延
は

二
二
〇
〇
度
に

て
始
ま
る
､
純
粋
の
容
土
及
泉
酸
〆
,
ク
ム
の
成
分
は

二

五
〇
度
に
て
そ
の
加
熟
曲
線
に
此
遅
赴
現
象
を
示

さ
>
る
故
に
､
此
迎
産
は
オ
シ
ャ
ツ
粘
土
単
に
で
A
lは0
8

が

I3a
C
oB

に
作
用
す
る
こ
と
に
よ
う
で
生
じ
た

る
も

の
な
ら
ざ

る

べ
か
ら
す
.
慮
れ
が
馬
め
に
は
オ
シ
ャ
ツ
Y

粘
土
は

二

五
〇
度
に
て
静
継
∽
歩
土
を
合
有
せ
ざ
る

べ
か
ら
す
'
此
推
断
は
次
の
三
つ
の
現
象
に
ょ
-
て
狛

一
層
紳
助
せ
ら
る
1
も
の
L･4
-
､
即
ち
第

7
に
は
ノ
ー

I

(K
n
o
te
)
及
ク
オ
ー
タ

ソ

(w
o
h
lin
)
氏
に
由
-
述

べ
ら
れ
た
る
那
-
粘
土
及
聾
土
は
九
盲
三
十
度
乃

至
千

度
に
て
凝
熱
を
な
せ
る
彼
に
密
度
を
曙
加
す
る
と
云
ふ

革
'
夢
二
に
は
八
百
度
乃
至
九
百
度
の
間
に
於
い
て
称



難
敵
に
潮
す
る
浴
解
放
が
減
少
す
ー
こ
れ
粘
土
に
碑
有

の
も
の
に
し
て
此
に
よ
り
て
粘
土
中
に
は
既
に
敬
難
温

度
以

下
に
て
鮮
土
存
在

せ
ざ
る
.I(
か
ら
ざ
る
を
知
る
'

第
三
に
は
九
官
三
十
度
に
於
い
て
カ
オ
リ
ン
よ
り
放
出

す
る
諏
畳
が
其
中
に
倉
ま
る
～
弊
土
に
粕
臆
す
と
云
ふ

軍
資
に
よ
る
'
既
に
の
べ
た
る
が
郁
-
群
離
容
土
は
八

百
五
十
腔
と
千
六
十
肢
の
二
鮎
に
於
で
加
熱
曲
線
に
鍵

化
を
興

ふ
p
然
る
に
粘
土
中
に
於
け
る
容
土
は
月

一
つ

の
鮎
即
ち
丸
首
三
十
度
に
於
で
の
み
樫
化
を
興
ふ
'
此

現
象
は
粘
土
中
に
静
離
聾
士
の
存
在
を
否
定
せ
し
む
る

繁
雄
に
用
ひ
ら
る
1
が
如
し
と
雄
も
ケ
ツ
ペ
ソ
ル
氏
の

研
究
に
依
れ
ば
沈
澱

に
由
り
て
符
た
る
促
観
及
酔
土
を

二
と

一
の
分
手
盛
比
に
混
食
せ
る
も
の
を
加
熱
せ
る
場

食
に
も
月

l
つ
の
鮎
即
ち
丸
首
四
十
度
の
郡
を
得
た
る

の
み
な
-

と
云
ふ
な
以
て
上
地
の
塵
輿
鮎
が
静
離
聾
土

の
場
舟
と
礁
酸

の
存
在
す
る
場
合
に
差
異
あ
る
と
雑
も

粘
土
中
に
辞
離
聾
土
の
あ
る
を
否
定
し
柑
ざ
る
は
明
ら

か
に
し
て
寧
ろ
欝
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熱
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熱
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熱
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熱
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熱
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澄
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藷
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